


　日本消化器がん検診学会認定医もしくは総合認定医、日本消化器内視鏡学会

専門医のいずれかの資格を有する医師による二重読影を実施できること。
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一次検診医療機関控えである。
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□ 撮影機器の種類を明らかにする。また撮影機器は日本消化器がん検診学会の定める仕様基準注1を満たす

ものを使用する。

□ 撮影枚数は最低８枚とする。

□ 撮影の体位及び方法を明らかにする。また撮影の体位及び方法は日本消化器学会の方式注1によるものとする。

□ 造影剤の使用に当たっては、その濃度を適切に（180～220W/V%の高濃度バリウム、120～150mlとする）

保つとともに、副作用等の事故に注意する。

□ 撮影技師は、日本消化器がん検診学会が認定する胃がん検診専門技師の資格を取得すること（撮影技師

が不在で医師が撮影している場合は除く）。

□ （自治体や医師会等から求められた場合には）撮影技師の全数と日本消化器がん検診学会認定技師数を

報告する（撮影技師が不在で医師が撮影している場合は除く）。

解説：外部（地域の読影委員会等）に読影を委託している場合は、委託先の状況を確認する。

□　（自治体や医師会等から報告を求められた場合には）読影医全数と日本消化器がん検診学会認定医数も

しくは総合認定医数を報告する。

□ 読影は二重読影とし、原則として判定医の一人は日本消化器がん検診学会認定医もしくは総合認定医と

する。

□ 必要に応じて過去に撮影したエックス線写真と比較読影する。

□ 胃部エックス線画像は少なくとも５年間は保存する。

□ 胃部エックス線による検診結果は少なくとも５年間は保存する。

□ 胃内視鏡検査の実施に当たっては、日本消化器がん検診学会による胃内視鏡健診マニュアル注2 を参考に

行う。

□ ダブルチェック※を行う。

※ ダブルチェックとは、内視鏡検査医以外の医師が内視鏡画像のチェックを行うことである。ただし、専

門医※※が複数勤務する医療機関で検診を行う場合には、施設内での相互チェックをダブルチェックの代替方

法とすることができる注2。

※※ 専門医の条件（資格）は下記参照

□ ダブルチェック担当医師は、日本消化器がん検診学会認定医もしくは総合認定医、日本消化器内視鏡学

会専門医のいずれかの資格を取得する。

■胃内視鏡検査及び胃内視鏡画像の読影



解説：検診機関が単独で実施できない項目については、関係機関と連携して実施する。

□ 受診者への結果の通知・説明、またはそのための札幌市への結果報告は、遅くとも検診受診後４週間以

内に行う。

□ 精密検査方法及び、精密検査（治療）結果※（内視鏡診断や生検結果、内視鏡的治療または外科手術所

見と病理組織検査結果など）について、積極的な把握に努める。

※ 精密検査（治療）結果は精検結果連絡票（様式４）に記載のある情報を指す。

□ 撮影や読影向上のための、札幌市や医師会等が設置した検討会や委員会に参加する。

３．事業評価に関する検討

解説：検診機関が単独で実施できない項目については、関係機関と連携して実施する。

□ チェックリストやプロセス指標などに基づく検討を実施する。

□ がん検診の結果及びそれに関わる情報※について、札幌市から求められた項目を全て報告する。

※ 「がん検診の結果及びそれに関わる情報」とは、地域保健・健康増進事業報告に必要な情報を指す。

２．システムとしての精度管理
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